
 予防保全に有効なトンネル補修技術「アキレスTn-p工法」の
品質・施工技術の向上および普及拡大を目的に、 2016年4月25日
『発泡ウレタン空洞注入協会』を設立いたしました。
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◆アキレスTn-p工法の特長

①優れた施工性
・ 注入設備がコンパクトで、注入材は発泡前の液状（ドラム缶）搬入のため、4ｔトラック1台にすべて

の資機材を積載できます。（高所作業車１台と資機材運搬車１台の計２台でOK）

②軽量性
・ アキレスエアロン-R（発泡ウレタン）は、40倍発泡（30kg/ｍ

3
）でセメント系注入材の約１/４０と

超軽量であり、トンネル覆工への荷重負荷が非常に少ない充填材料です。

③経済性
・ 最大40倍発泡の高倍率発泡で注入材の使用量を最小限に抑え、ドラム缶からの材料供給をエアポンプ

駆動とすることで注入時の施工人員は５名で対応できるため、経済性に優れています。

④安全性
・ 注入プレートをアンカー固定することにより、急な圧力上昇による注入管の抜け出しを防止できます。

また、アキレスエアロン-Rは約１分で固化するため、材料流出の危険性を低減することができます。

⑤環境対応性
アキレスエアロン-Rは、フロン類を一切使用しないノンフロン発泡で地球環境に配慮しています。
発泡硬化後の再溶解がなく、水質への影響を溶出試験により確認しております。

◆協会員
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※協会員は、2016年4月25日現在の会員名簿になります。


